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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、子どものトラウマ関連障害への第一選択治療として推奨されているTF-C
BT(Trauma-Focused Cognitive Behavioral Therapy,　トラウマフォーカスト認知行動療法）の、わが国での効果を無
作為化比較試験によって検証することである（UMIN000010699)。目標サンプル数30のうち18例が登録されプログラムが
実施された。

研究成果の概要（英文）：TF-CBT (trauma-focused cognitive behavioral therapy) is a treatment with a strong 
evidence base in more than 17 randomized controlled trials (RCTs) in the US and other countries. This 
study aimed to evaluate the effectiveness of TF-CBT by RCT in Japan. Eighteen cases were enrolled.

研究分野： Child and Adlescent Psychiatry
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１．研究開始当初の背景 

子どもの心的外傷関連障害への第一選択

治 療 法 で あ る TF-CBT(Trauma-Focused 

Cognitive Behavioral Therapy, トラウマフ

ォーカスト認知行動療法)は、欧米のいくつ

かの治療ガイドラインで推奨されており、こ

れまでに 17 以上の無作為化比較試験によっ

てその効果が検証されている。一方、わが国

においてはほとんど実践されていないのが

現状である。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、TF-CBT をわが国の多施設で実施
し、その効果を検証することを目的とした。 
 
３．研究の方法 

 介入群と通常治療（Treatment as usual）
群との無作為化比較試験を実施した。 
 初年度は、研究協力機関が TF-CBT を忠実
に実施できるように、Peer Consultation 
System を立ち上げ、米国のプログラム開発者
や公認のトレーナーの指導を受けられる体
制を整えた。また、多施設の独立した評価者
間の一致度を高めるための研修や、研究の進
行管理体制、独立した割付管理者などの体制
を 整 え た 上 で 、 臨 床 試 験 を 開 始 し た
（UMIN000010699)。 
 当初の予定では、５施設で実施する予定で
あったが、３施設の準備が整わなかったため、
最終的には、兵庫県こころのケアセンターと
被害者支援都民センターの 2施設で実施する
こととした。 
 
４．研究成果 
 初年度に 4 例、2 年度に 5 例、最終年度に
9 例が登録された。平成 27 年度末の時点で、
研究は順調に進んでいたが、残念ながら目標
サンプル数の 30 例には到達しなかった。よ
って本研究は、平成 28 年度から 3 年間の予
定で、引き続き基盤研究 B（研究課題名「子
どもの心的外傷関連障害治療プログラムの
多機関における効果検証と応用に関する研
究」課題番号：１６H037470001）において、
実施される予定である。 
 なお、本臨床研究と併行して実施した 35
例の TF-CBT実施例を分析したところ、TF-CBT
を完了した 32 例のうち、71.9％で少なくと
も 50％以上の PTSD 症状の改善が認められ、
脱落率は 8.6％であった。わが国においても
TF-CBT が十分実施可能であると考えられた
ので報告した(Kameoka et al, 2015) 
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